
１．意見募集案件

みなかみ町過疎地域持続的発展計画（案）

２．意見の募集期間

令和３年７月７日（水）から令和３年７月２１日（水）

３．計画（案）の公表場所

町ホームページ、本庁舎２階（総合戦略課）、水上支所、新治支所

４．意見提出方法

持参、郵送、ＦＡＸ、電子メール、インターネットよりフォーム入力

５．意見提出者数（提出件数）

１名（２件）

№

№

みなかみ町過疎地域持続的発展計画（案）に係るパブリックコメントの実施結果

提出された意見 町の考え方

1 20ページ　３　産業の振興、（２）その対策、①農業の充実の5行目

認定農業者と等の間に「・集落営農」を追記してください。

認定農業者や新規就農者だけに地域農業を背負わせるのは酷だと思い

ます。中小零細の自給的農家であっても、出し合える知見や労働力を

集約した集団営農が必要だと思います。法人化をすれば新たな雇用の

場の確保も可能であると考えます。

「集落営農」とは、「集落」を単位として農業生産における一部又は

全部についての共同化・統一化に関する合意の下に実施される営農の

ことをいい、農業経営者の育成・確保や農地の有効利用、コスト削減

などの効果が見込まれます。さらに法人化することで経営が安定し集

落全体の活性化につながる可能性もあることから、ご提案通り非常に

有効な対策だと思います。

　ただ、集落営農を成功させるためには、着実なステップアップが必

要であり、時間を要することから今後導入について検討していくこと

になります。そのため、今回の計画には「認定農業者等」のままとい

たします。

提出された意見 町の考え方

2 21ページ　３　産業の振興、（２）その対策、⑤観光の充実の1行目

自然環境の後に「と豊かな食」を追記してください。

来町する観光客は町の豊かな自然に触れ合い、温泉を堪能するだけで

はないと考えます。町内各々の地域が育んだ伝統的な食文化は「ここ

にしかない。ここに来なければ味わえない」ものと思います。まさに

地域の持つ大きな宝であると考えます。観光と食を融合させた地域文

化として広く情報発信を行う必要性を感じます。

ご提案いただきました通り、豊かな自然環境や食を満喫できる体験型

観光の推進が重要であると考えますので、食について追記するか検討

していきたいと思います。




